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全
国
機
帆
船
の
船
主
一
万
四
千
、
船
員
七
万
、
そ
の
他
木
造
船
船
具
燃
料
等
の
関
係
事
業
者
及
び
そ
の
家
族
数
十
万
人 

は
、
昨
年
六
月
以
来
半
歳
余
に
わ
た
つ
て
、
二
万
隻
七
十
万
ト
ン
に
及
ぶ
機
帆
船
の
航
海
用
の
燃
料
油
を
、
他
の
事
業
に
対

す
る
も
の
は
、
何
ら
著
し
き
削
減
を
し
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
策
的
に
機
帆
船
事
業
に
対
し
て
の
み
、
一
躍
一
万
三
千

キ
ロ
立
か
ら
五
千
キ
ロ
立
、
即
ち
六
割
余
の
大
削
減
を
受
け
て
現
在
に
至
つ
て
い
る
。
そ
の
結
果
こ
れ
ら
小
規
模
事
業
に 

は
、
潜
在
的
失
業
者
続
出
し
、
は
な
は
だ
し
く
生
活
困
難
に
陥
り
、
木
造
船
の
性
質
上
、
船
舶
は
使
用
に
耐
え
得
ざ
る
に
至

る
惧
の
あ
る
も
の
が
多
数
で
あ
つ
て
、
こ
の
ま
ま
差
し
措
き
難
い
と
考
え
る
が
、
政
府
は
そ
の
政
策
の
犠
牲
と
な
れ
る
も
の

に
対
し
て
、
い
か
な
る
対
策
を
過
去
に
お
い
て
講
じ
、
又
至
急
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
更
に
こ
れ
が
た
め
に
一
般
重
要

産
業
に
経
済
九
原
則
遂
行
上
大
き
な
惡
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
本
の
復
興
に
眼
に
見
え
な
い
大
き
な
支
障
を
来
し
た
と
は
考
え

な
い
か
。 

二
、
輸
入
重
油
類
の
大
部
分
が
援
助
資
金
か
ら
商
業
資
金
に
切
り
換
え
ら
れ
た
結
果
、
政
府
は
一
般
重
要
産
業
の
合
理
化
に 

機
帆
船
用
燃
料
対
策
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 
必
須
の
重
油
類
の
割
当
統
制
は
、
こ
れ
を
至
急
解
除
す
る
の
が
よ
い
と
は
考
え
な
い
か
、
解
除
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
時
期
は

ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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